
Love&Safetyさいじょうについて 

Love&Safetyさいじょう代表 山崎敦子 

2012年 7月 20日、幼稚園の行事のお泊まり保育に

参加していた園児が愛媛県西条市の山あいにある西条

ふれあいの里という施設横の川で川遊び中に増水した

川に流され、吉川慎之介くんがなくなると言う悲しい

事故がありました。 

私はその時に行事参加していた園児の母です。 

私の娘も慎之介くんと一緒に流されましたが奇跡的に

助かりました。 

娘は幼稚園の先生たちが助けてくれたわけではなく、

当時のふれあいの里の職員の方々が助けてくださりま

した。 

事故の 4 年後の 2016 年、裁判で判決が下りライフジ

ャケット準備装着義務違反による業務上過失致死罪が

当時の園長に下されました。 

このことを受け、防ぐことができる事故から、子供た

ちを守りたいという気持ちから、幼稚園の子どもの保

護者や当事者で、何か私たちでできることがないか考

えていました。 

その頃に「子どもたちにライジャケを！」の活動をさ

れている香川県の、森重裕二さんの活動を知り、賛同

させていただいて、「子どもたちにライジャケを！」の

啓発ポスターやステッカーなどを西条市のお店に掲示

してもらったり、配布したりすることからはじめまし

た。 

事故から 5 年後の 2017 年夏には、西条市の広場でス

トーンハンマーと言う音楽フェスでライフジャケット

着用を呼びかける PR ブースを吉川優子さんと一緒に

出展しました。 

その時は「ライジャケ推進委員会@西条」と言う名前で

出展しました。 

この活動が Love&Safety さいじょうの活動の前身と

なります。 

この時も森重さんがフラッグや展示グッズを貸してく

ださったり、ブースに遊びにも来て下さりました。 

フェス来場者の子供連れのお母さんたちなどがブース

に寄ってくれて、啓発パネルを見たり、ライジャケを

試着したり、こどもたちに着せて写真を撮ったりして

くれていました。 

地元西条で開催されているストーンハンマーフェスは

2016年から毎年開催されており、2018年も出展を予

定していましたが、残念ながらこの年は台風のために

中止となりました。 

翌、2019年のフェスでもライフジャケットの着用を呼

びかける PRブースを出展しました。 

西条市では 2018 年から消防署でのライフジャケット

無料レンタルもスタート。 

この年のフェス出展では、西条市役所の有志の職員の

方々が一緒にブースにいてくださって、共にライジャ

ケレンタルについてのチラシ配りをしていただきまし

た。 

西条市長もライフジャケットのTシャツと自前のライ

フジャケットを着用してブースに遊びに来てくださり、

嬉しかったです。そしてその姿で舞台に立ち、イベン

ト開会の言葉の中、ライフジャケットについてもお話

ししていただいたことは昨日のことのように覚えてい

ます。 

前回の出店時に比べると、ブースに立ち寄って下さっ

た方々の声も変わってきていたことが印象的でした。

ライフジャケットの選び方や疑問など、具体的な質問

が多く、2 年前よりもライフジャケットの認知度が上

がり、ライフジャケット持ってるよ！と言う声も多く

聞かれるようになっていました。 

2018年 12月、これまで地道に実施してきた啓発活動

を一歩前進する形にするため、 

西条市全体の「子供の安全」に対する意識の向上を目

的とし、事故予防につなげるため、西条市 市民活動団

体に登録しました。 

“Love&Safetyさいじょう”の誕生です。 
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市民として、「防げる事故から子どもたちを守りたい」

という強い思いで子供の安全に関する活動を自分たち

のできる形で実施していきたいと言う思いでした。 

 

慎之介君の命日にあたる  

2019年 7月 20日 

吉川慎之介基金主催 

西条市、日本財団、Love&Safetyさいじょう共催 

「水辺の活動と安全を学ぶ子ども安全セミナー」が開

催されました。 

 

水辺の活動に伴う安全対策と子供に関わる法律を学び、

水難、事故予防と、保育 学校教育施設管理下での重大

事故を防ぐことを目的としたセミナーでした。 

このとき、保育、幼稚園、学校、市民の方 約 150名が

参加してくれました。 

慎之介くんの命日に、子供たちに関わる皆様と一緒に

子ども安全セミナーを開催できたことを、すごく意味

のあるものに感じておりましたし、慎之介君が導いて

くれているような感覚を覚えています。 

 

その後、このセミナーは、西条市と愛媛大学との連携

事業として発展し「子ども安全管理士講座」が開講さ

れ直近では、2023 年 7 月 23 日にも開催されました。 

私たち Love&Safetyさいじょうのメンバーも毎回、講

座、セミナーを受講し 2021年 3月 

「西条市子ども安全管理士」として西条市長の認定を

受けました。 

 

 

2020年 7月 26日 

Love&Safetyさいじょう主催で「水辺の安全プロジェ

クト」を二日間にわたり開催しました。 

 

子どもたちと保護者がオンラインで水辺の安全を学び、

実際に川で楽しみながらカヌーを体験し、その日学ん

だことを動画や写真などを参加した子どもたちが編集

し、後日 YouTubeで発信しようという、たくさんの要

素が詰まった楽しく学べるプログラムでした。 

 

1 日目はオンラインで東京の吉川さんと日本ライフセ

ービング協会、松本貴行先生とつなぎ、オンラインと

は思えないアットホームな感じで受講生の小中学生と

保護者たちも楽しく、有意義に水辺の安全について学

びました。 

 

受講生の小中学生も一人一人自分たちの意見をしっか

りと発言してくれていました。 

1 時間という短い時間ではありましたが、親子で学び

を共有する大切さを感じました。 

 

２日目はオンラインセミナーで学んだことを早速活か

して、西条市の加茂川でプロのガイドさんのもとカヌ

ー体験をしました。 

「思いっきり楽しむ為」の準備、装備をし、まずはみ

んなでライジャケで浮いてみて、いざカヌーへ。初め

てのカヌーという子が多く、最初はうまくこげなかっ

たけど、二人乗りカヌーで力を合わせたりと、みんな

すぐにうまく進むようになっていました。 

カヌーに乗ったままの水鉄砲での水のかけあい！自然

の中でアクティブに遊ぶ子供達は最高の笑顔！でした。 

きっとたくさんのことを感じてくれたと思います。 

 

そのほか、救助用の重りのついたロープを投げてレス

キュー体験してみたり。 

山あいの風や天気の変化のことなどなど、五感で感じ

ながら、自然の中で遊んでるから学べることがたくさ

んありました。 

加茂川はライフジャケットを着た人も増えてきていて、

西条市が行っているレンタルライジャケの人も見かけ

て嬉しかったです。 

 

ここでちょっと話がそれますが、 

この西条市のレンタルライジャケについてですが、吉

川慎之介基金から西条市へ、子供用ライフジャケット

100 着が寄贈されました。西条市ではこのライフジャ

ケットを活用して 2018 年から西条消防署で無料で借

りられるライフジャケットレンタルステーションを設

置しています。 

消防署でのレンタル事業は全国初の取り組みです。 
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話を戻しますが 

中学生たちはこのカヌー体験の後日、楽しいアクティ

ビティのことを動画にまとめ、自分たちで編集し

YouTubeで発信してくれました。 

感じたことを素直に動画配信されているので、ぜひご

興味のある方は、 Love&Safety さいじょうの

Facebook や西条市民活動支援センターYouTube チャ

ンネルにて配信しておりますので見てみてください。 

なお、このセミナーについては、愛媛新聞、富山テレ

ビより取材を受け、テレビや新聞、YouTubeで紹介さ

れました。 

 

・2021 年 7 月西条市の市報では水辺の安全について

の特集が組まれました。 

表紙、巻頭から１０ページにわたる特集でした。 

吉川さんや森重さんの活動等の紹介と合わせて

Love&Safety さいじょうの活動のことも取り上げら

れました。市報という行政の広報誌で、広く市民の方々

に水辺の安全に対する啓発を呼びかけられたことは、

地域で活動を続ける私たちにとって、とても大きな後

押しとなりました。 

この７月号の市報は、2022年に全国市報コンクールで

見事優勝を果たされました。 

それぞれの活動が全国に紹介される機会にもなったの

では、と本当に嬉しかったです。 

 

 

・事故からちょうど 10年 

2022年 7月 30日 

 

Love&Safetyさいじょう主催による 

「みんなで話そう！西条水辺の安全、子どもの安全」 

〜ひとりひとりの言葉をかたちに〜 

というシンポジウムを開催しました。 

 

西条市こども安全管理士に認定された方はじめ、教育

現場、行政、また様々な立場の方々にご参加いただき

ました。 

「子どもたちにライジャケを！」の森重裕二さんと吉

川優子さんとのトークセッションや、参加者のみんな

でディスカッションをしたり、私たちが想像していた

以上に活発な意見交換ができ、新たな発見やこれまで

の活動を振り返ることができました。 

そして、これからの水辺の安全、子どもたちの安全や

命のことを皆さんと考えることができ、対話の力と大

切さをあらためて肌に感じました。 

参加していただいた方たちにより、子供たちの安全が

守られるような意識が波紋のように、まずこの西条に、

さらには全国へと広がっていってほしいなと思いまし

た、 

 

そして今後もこの様な会を企画し、現場や生活にいか

される様、声を上げていきたいと思います。 

 

その他活動としまして、抜粋して紹介させて頂きます。 

 

2020年 1月 

「子どもたちにライジャケを！」森重さんのご協力の

もと、愛媛県今治市大三島にある少年自然の家での海

活動で使用できるライフジャケット100着を寄付しま

した。 

西条市の小学校では 5年生で、自然の家行事でこの施

設を利用します。 

 

2021年 6月 

クロスポイント久保一平さん作 

西条加茂川マップを全小学校中学校に寄贈しました 

 

2022年 6月 

森重裕二さん作絵本 

カッパのふうちゃん 

ライフジャケットですいすい 

西条市図書館へ寄贈いたしました。 

 

2023年  

市内の全児童生徒に加茂川MAPを配布 

西条市立神戸小学校にライフジャケット 12 着を寄贈

しました。 
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